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【経済－１】事後評価 

中央卸売市場の再編・機能強化事業 

（経済局） 
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 (様式４) 

公共事業事後評価調書（案） 

 

番 号 経済―１ 事業担当局課 経済局 運営調整課 

事 業 名 横浜市中央卸売市場の再編・機能強化事業 完了年度 平成 27年度 

施工場所 横浜市中央卸売市場本場水産物部 経過年数 ５年 

目的及び 

事業概要 

[目  的] 

産地との直接取引や輸入、更にネット通販など市場外流通の増加により、卸売

市場の取扱高は年々減少しており、市場を取り巻く環境も厳しい状況となっていま

す。このため、平成 22 年７月に制定された「横浜市中央卸売市場の再編・機能強

化に関する基本方針」に基づき、青果や水産物等の取り扱いが重複する南部市場

は中央市場としては廃止し、本場を補完する加工・配送、流通の場として活用する

こととしました。 

南部市場と本場を統合するにあたり、コールドチェーンをはじめとした生産者や

実需者のニーズへの対応として、水産棟を低温化するための機能強化工事を実施

しました。 

 

[事業概要］水産棟施設（低温化改修） 

①既存建物の外周に断熱性の高い外装材を設けるとともに、売場内には空調設備

を設置 

②超低温冷蔵庫を屋外から屋内に移転更新し、低温冷蔵庫を増設 

③上階への物流効率化のため、荷物用エレベータを増設 

④売場内の物流の円滑化のため、仲卸売場の通路の拡幅 

 

位置図  添付資料 

要因の変化 

・ 

事業計画の変

更の経緯等 

 

 平成 23 年度事前評価 平成 27 年度事業完了 

総事業費 
約 30 億円 

（うち 国補助約 10 億円） 

約 41 億円 

（うち 国補助約 10 億円） 

事業期間 平成 24～26 年度 平成 24～27 年度 

事業内容 

・水産物部卸売場及び仲

卸売場の低温化改修

（約 11,000 ㎡） 

・買荷保管積込所エリアに

仲卸売場、屋内荷捌場の

増設（低温化改修約 1,200

㎡） 

 

・水産物部卸売場及び仲卸

売場の低温化改修（約

11,000 ㎡） 

・買荷保管積込所及び駐車 

場エリアに屋内荷捌場の増

設（低温化改修約 3,700

㎡、低温冷蔵庫約 70㎡、超

低温冷蔵庫約 100 ㎡） 

・荷物用 EV の増設（３基）等 



2 

 

・総事業費について 

低温化改修エリアの増加や老朽化対策などにより、工事費が増加しました。 

・事業期間について 

場内事業者への個別ヒアリングを含め、各事業者と駐車場エリアの変更や荷捌

場の増設等の協議に時間を要したため、事業が１年延長となりました。 

・事業内容について 

場内事業者との調整の中で、屋内荷捌場の増設（低温冷蔵庫や超低温冷蔵庫

の設置）や荷物用 EV の増設の必要性が生じました。 

 

事業の効果 

の発現状況 

(費用便益分析等) 

① 市場事業者の経営の効率化について 

本場と南部市場の再編・機能強化により、卸会社は支店の廃止・縮小に伴う従

業員の集約により、経営（営業）の効率化が図られました。  

    

② 生鮮食品の品質・衛生管理について 

これまでは、常時外気が通り抜ける構造でしたが、低温化改修による温度管理

によって、低温流通を支える生鮮食品の品質・衛生管理の向上が図られました。 

   水産物部の取扱量については、人口の減少・少子高齢化及び単身世帯の増

加に伴う魚食離れにより減少傾向にありましたが、施設改修後の平成 28 年度の

取扱量は増加に転じました。 

しかし、その後は全国的な市場での取扱量の減少傾向に歯止めがかからず、

本市場においても、取扱量が減少しています。 

 

参考資料 別添１（取扱数量資料） 

  

③ 南部市場について 

南部市場は「加工・配送、流通の場」として活用し、量販店が求めるパック詰め 

や、店舗ごとへの小分け作業など、新たなニーズに対応しています。更に令和

元年度には南部市場の敷地の一部に、民間事業者による「食」をコンセプトとし

た集客施設もオープンし、市場の持つイメージを生かし、新鮮で美味しいものが

期待でき、食を中心とする食事や買い物などができるようになりました。 

 

参考資料 別添２ 

 

その他 
 平成 23 年度に事業内容と市民意見募集の状況を報告 

（当時の基準では審議対象案件とはされておりません） 
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対応方針 

(案)  

  

水産棟を低温化するための機能強化に関しては、当初の計画どおり施設整備

が完了したことから、改善措置の必要性等はないと考えます。 

 

今後に向けた

検討項目・ 

改善点 

 工事エリアの変更等に伴い、当初計画の時点に比べ期間・費用に変更が生じま

した。今後、同様の事業を行う際には、計画時に十分な調査、検討を行います。 

  施設改修については、一定の効果がありましたが、魚離れ等による取扱量の減

少傾向が続いているため、今後は、機能強化された水産物部の施設を有効に活

用するとともに、市場関係者と有識者で策定した「横浜市中央卸売市場経営展望」

を踏まえ、市民に対する本場の PR の推進やブランド力の向上、市場まつりやマル

シェイベントなどを通じた賑わいの創出、出前授業等による食育の推進など、卸売

市場としてのプロモーション活動に積極的に取り組んでいきます。 

 

添付資料 有 
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水産棟施設１階（低温化改修後）
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①外壁改修 ①空調設備

②超低温冷蔵庫 ②低温冷蔵庫

③荷物用エレベータを増設 ④仲卸売場の通路の拡幅

７
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水産物部の取扱量（実績） 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R01 

取扱数量 62,544ｔ 57,333ｔ 64,156ｔ 58,113ｔ 53,468ｔ 48,249ｔ 

水産物部取扱量の統計数量（年次データ） 

横浜市場と他市場の状況 

各中央卸売市場年報 

別添 1 
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